
 

 

 

 

 

 

12）白山火山 



噴出物
年代

(年前：暦年)

噴出量

(DRE　km3)

火山カタログ

の噴出量

う
ぐ

い
す

平
火

山

火砕丘 0-40,000 0.01
0.0076

DRE km3

1659年噴火

紺屋ヶ池火口
355 －

1640年噴火 374 (0.46に包有)

地獄谷火口 435 －

翠ヶ池南

ドーム
水屋尻火砕流

堆積物

Hm-16

458-460
0.005

(その他

0.46に包有)

1547年噴火

(詳細不明)
467 (0.46に包有)

翠ヶ池北

ドーム
翠ヶ池火砕流

Hm-15

775 0.02

千蛇ヶ池火口：

千蛇ヶ池泥流

(白桃変質泥流)

千蛇ヶ池火山灰

972 －

Hm-14 1100 －

Hm-13 1500 －

Hm-12 1750※1 －

Hm-11 2000
※1 －

白水滝溶岩

剣ヶ峰溶岩層

南竜火山灰層

(Hm-10)

2200 0.29

Hm-9 4550 (0.46に包有)

大白川岩屑

流堆積物
5050※1 －

Hm-8 5550 －

Hm-7 5900 －

Hm-5 7000 －

Hm-4

五葉坂溶岩流
8550 (0.46に包有)

Hm-3 9050 －

Hm-1 9550 －

黒ボコ岩火

砕流
12,820 (0.46に包有)

南竜ヶ馬場

溶岩類

355-40,000

(全体を包含)
(0.46)

大汝峰溶岩類

清浄ヶ原

溶岩類

古白山火山

溶岩類

初期火砕流

堆積物

小規模火山体

岩屑流

土石流

加
賀

室
火

山

加賀室火山

溶岩類

300,000-

400,000
0.76

0.76

DRE km3

－：水蒸気噴火，岩屑なだれ，泥流堆積物

（）：第四紀火山カタログによる体積との差分

※1：時間間隙を均等分配して年代を推定して反映

11.4

DRE km3

新
白

山
火

山

0.76

DRE km3

12.白山火山

古
白

山
火

山

90,000-

140,000
11.4

11

11.2

11.4

11.6

11.8

12

12.2

12.4

12.6

12.8
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第 12－1 図 噴出量－時間階段図（白山火山）



第 12－1 表 データセット（白山火山） 

種類 年代値 根拠 信頼度 年代(年前：暦年)　注2） 根拠 信頼度 体積(DRE)　注4）

火砕丘
火砕物

溶岩流

新白山火山

と同時期

層序

地形
△ 0-40,000 0-40,000 0.01 0.01※6 根拠未記載 △ 0.0076

0.01

(新白山として包含)
－

1659年噴火

紺屋ヶ池火
水蒸気噴火 AD1659 古文書解析 ◎ 355 － 不明 － － － － －

1640年噴火 降下火砕物 AD1640 古文書解析 ◎ 374 － 不明 － － － (0.46に包有) －

地獄谷火口

（御前峰火口)

水蒸気噴火:

降下火砕物
AD1579 古文書解析 ◎ 435 － 不明 － － － － －

翠ヶ池南

ドーム

溶岩ドーム

火砕流
AD1554-1556 古文書解析 ◎ 458-460 － 0.01 根拠未記載(火砕流) △ 0.0048

0.005(火砕流以外は0.46

に包有)
12.945

1547年噴火 降下火砕物 AD1547 引用(古文書) ◎ 467 － 不明 － － － (0.46に包有) －

翠ヶ池北ドーム

翠ヶ池火砕流(翠ヶ

池火口)

Hm-15

火砕流

AD1239

680±40cal yBP

700±110yBP

引用(古文書)
14C年代
14
C年代

◎

○

○

775 775 0.02
※4 等層厚線から概算 ○ 0.02 0.02 12.94

千蛇ヶ池

火口：

千蛇ヶ池

泥流堆積物

(白桃変質泥流)

千蛇ヶ池火山灰

水蒸気噴火:

降下火砕物，

泥流

AD1042 古文書解析 ◎ 972 － 不明 － － － － －

Hm-14
水蒸気噴火：

降下火砕物

1190±100yBP

1-1.2cal ka
引用(

14
C年代)

○

○
1100 － 不明 － － － － －

Hm-13
水蒸気噴火：

降下火砕物

1570±80yBP

1.4-1.6cal ka

1190±100yBP

14
C年代

引用(14C年代)
14C年代

○

◎

○

1500 － 不明 － － － － －

Hm-12
水蒸気噴火：

降下火砕物

1.4-2.2cal ka

1590±100yBP

2650±140yBP

層序
14C年代
14C年代

●

○

△

1750

(時間間隙を均等分配)
－ 不明 － － － － －

Hm-11
水蒸気噴火：

降下火砕物
1.4-2.2cal ka 層序 ●

2000

(時間間隙を均等分配)
－ 不明 － － － － －

白水滝溶岩

剣ヶ峰溶岩

層

南竜火山灰

層(Hm-10)

溶岩流

溶岩ドーム

降下火砕物，

火砕流

2200cal yBP

2050±70yBP

2270±60yBP

0.01±0.01Ma

3160±130yBP

1700±90yBP

3330±170yBP

層序
14C年代
14C年代

引用(K-Ar年代)
14C年代
14C年代
14C年代

●

○

○

△

○

○

○

2200 2200

0.24※4

不明

0.045
※4

根拠未記載

－

等層厚線から概算

GIS算出体積

○

－

○

○

0.285 0.29 12.92

Hm-9 降下火砕物
4040±90yBP

4.4-4.7cal ka

14C年代

引用(14C年代)

○

○
4550 － 不明 － － － (0.46に包有) －

大白川岩屑

流堆積物
岩屑なだれ

約4400年前

4410±220yBP

4.9-5.4cal ka

引用

引用(14C年代)

引用(
14
C年代)

△

○

○

5050

(時間間隙を均等分配)
－ 0.13 根拠未記載 △ － － －

Hm-8 降下火砕物
4260±130yBP

5-6.1cal ka

14C年代

層序

○

●
5550 － 不明 － － － (0.46に包有) －

Hm-7
水蒸気噴火：

降下火砕物

5160±160yBP

5.7-6.1cal ka

14C年代

引用(
14
C年代)

○

○
5900 － 不明 － － － － －

Hm-5
水蒸気噴火：

降下火砕物
7cal ka

層序

(直上にAT:Hm-6)
● 7000 － 不明 － － － － －

Hm-4(弥陀ヶ

原テフラ)

五葉坂

溶岩流

(山頂部溶岩

類,御前峰

溶岩流群)

溶岩流，降下

火砕物

7700±70yBP

約8000年前

8.5-8.6cal ka

10,960±390ｙBP

7810±170yBP

8050±170yBP

9170±170yBP

引用(14C年代)

層序

引用(14C年代)

引用(14C年代)
14C年代
14C年代
14C年代

○

●

○

△

○

○

△

8550 － 不明 － － － (0.46に包有) －

Hm-3
水蒸気噴火：

降下火砕物
8.5-9.6cal ka

層序 ●
9050 － 不明 － － － － －

Hm-1
水蒸気噴火：

降下火砕物

8520±70yBP

9.5-9.6cal ka

6950±170yBP

6830±840yBP

引用(
14
C年代)

引用(
14
C年代)

14C年代
14C年代

○

○

△

△

9550 － 不明 － － － － －

黒ボコ岩

火砕流
火砕流

10,960±390yBP以前

歴史時代

14C年代

分布域の地質特徴

○

△
11,711-13,611(12,820) － 不明 － － － (0.46に包有) －

南竜ヶ馬場

溶岩類
溶岩流 約3～4万年前 K-Ar年代 ◎ 30.000-40,000

355-40,000

(全体を包含)
不明 － － 0.455※7

（+0.01:うぐいす平）

0.46

（+0.01:うぐいす平）
12.63

大汝峰

溶岩類
溶岩流 不明 － － － 不明 － －

清浄ヶ原

溶岩類
溶岩流

0.12±0.02Ma

0.111±0.012Ma

0.105±0.009Ma

引用(K-Ar年代)

K-Ar年代

K-Ar年代

○

○

○

105,000 不明 － －

古白山火山

溶岩類

初期火砕流

堆積物

(大白川

火砕流)

溶岩流

火砕流

0.09±0.03Ma

0.10±0.02Ma

0.12±0.01Ma

0.14±0.03Ma

0.124±0.009Ma

0.140±0.013Ma

0.108±0.008Ma

0.132±0.008Ma

K-Ar年代

K-Ar年代

引用(K-Ar年代)

引用(K-Ar年代)

K-Ar年代

K-Ar年代

引用(K-Ar年代)

引用(K-Ar年代)

○

○

○

○

○

○

○

○

90,000-140,000 不明 － －

小規模

火山体,

岩屑流，

土石流

成層火山体

岩屑なだれ，

土石流

不明 － － － 不明 － －

加賀室火山

溶岩類

成層火山体：

溶岩流,火砕

流,火山砕屑

物,泥流

約30～40万年前

0.315±0.012Ma

0.320±0.011Ma

0.427±0.015Ma

0.318±0.007Ma

層序

K-Ar年代

K-Ar年代

K-Ar年代

引用(K-Ar年代)

●

○

○

○

○

300,000-400,000 300,000-400,000
1

2
1
※6 断面図から概算

根拠未記載

○

△
0.76 0.76 0.76

※1：階段図等から読み取った年代

※2：暦年較正にはCalib7を使用した

※4：文献中でDRE換算されている値

※5：階段図等から読み取った体積

※6：第四紀火山カタログ委員会編(1999)より引用

※7：第四紀火山カタログと文献の体積の差分

注4）：DRE換算は火砕流：1.2g/cm
3
（溶結：1.6），

降下火砕物：1.5g/cm
3
，成層火山：1.9g/cm

3
,

溶岩：2.5g/cm3を用いた(Umeda et al, 2013)

○：信頼度高い

△：信頼度低い

×：文献を基に推定した

1※6

注1）：名称については，より新しい知見に基づく

注2）：測定誤差の小さいものを選出した

注3）：幅がある場合には中央値を採用した

15※6 11.4 12.1611.490,000-140,000

・放射年代：◎査読付論文，○講演要旨等(査読なし)，

△層序と矛盾,試料・測定に疑問,根拠未記載

・堆積速度の内挿，時間間隙を均等分配：

●上下層が放射年代で規定，▲上下層が未規定

・古文書解析，近代観測：◎　・本調査内で文献を基に推定：×

※3：文献の暦年代が層序と矛盾する場合，Calib7で較正し直した

体積（kｍ3）

12.白山火山

名称　注1） 年代 噴出量

文献 積算噴出量

（DRE km3）

採用噴出量

（DRE km3）
採用年代値　

注3） 文献



第 12－2 表（1） 活動履歴帳票（白山火山） 

　

主要参考文献　長岡ほか(1985)，産総研DB

活動期 噴出物 マグマ種類 噴火様式 年代 根拠 引用信頼度 根拠 引用 信頼度

火砕丘 安山岩 火砕物，溶岩流
新白山火山

と同時期

層序

地形
*1 △ 0.01

0.01
※1

根拠未記載 *1 △

1659年噴火

紺屋ヶ池火口
－ 水蒸気噴火 AD1659 古文書解析 *11 ◎ 不明 － － －

1640年噴火？(詳細不明) － 降下火砕物 AD1640 古文書解析 *11 ◎ 不明 － － －

地獄谷火口

（御前峰火口？）
－ 水蒸気噴火？：降下火砕物 AD1579 古文書解析 *11 ◎ 不明 － － －

翠ヶ池南ドーム

水屋尻火砕流堆積物

Hm-16

安山岩

溶岩ドーム

火砕流

降下火砕物

AD1554-1556 古文書解析 *11 ◎ 0.01
根拠未記載(火砕

流)
*14 △

1547年噴火(詳細不明) － 降下火砕物 AD1547 引用(古文書) *11 ◎ 不明 － － －

翠ヶ池北ドーム

翠ヶ池火砕流(翠ヶ池火口)

Hm-15

安山岩 火砕流

AD1239

680±40cal yBP

700±110yBP

引用(古文書)
14C年代
14
C年代

*11

*12

*15

◎

○

○

0.02
等層厚線から概

算
*12 ○

千蛇ヶ池火口：

千蛇ヶ池泥流堆積物

(白桃変質泥流)

千蛇ヶ池火山灰

－
水蒸気噴火:

降下火砕物，泥流
AD1042 古文書解析 *11 ◎ 不明 － － －

Hm-14 － 水蒸気噴火：降下火砕物
1190±100yBP

1-1.2cal ka
引用(

14
C年代) DB

○

○
不明 － － －

Hm-13 － 水蒸気噴火：降下火砕物

1570±80yBP

1.4-1.6cal ka

1190±100yBP

14C年代

引用(
14
C年代)

14
C年代

*15

DB

*15

○

◎

○

不明 － － －

Hm-12 － 水蒸気噴火：降下火砕物

1.4-2.2cal ka

1590±100yBP

2650±140yBP

層序
14
C年代

14C年代

DB

*15

*15

●

○

△

不明 － － －

Hm-11 － 水蒸気噴火：降下火砕物 1.4-2.2cal ka 層序 DB ● 不明 － － －

御前期

Ⅲ期

白水滝溶岩

剣ヶ峰溶岩層

南竜火山灰層(Hm-10)

安山岩

溶岩流

溶岩ドーム

降下火砕物，火砕流

2200cal yBP

2050±70yBP

2270±60yBP

0.01±0.01Ma

3160±130yBP

1700±90yBP

3330±170yBP

層序
14C年代
14C年代

引用(K-Ar年代)
14C年代
14C年代
14C年代

*4

*4

*4

※1

*15

*15

*15

●

○

○

△

○

○

○

0.24
不明

0.045
0.01

根拠未記載

－
等層厚線から概算

GIS算出体積

*12

－

*12

*16

○

－

○

○

Hm-9 － 降下火砕物
4040±90yBP

4.4-4.7cal ka

14C年代

引用(
14
C年代)

*15

DB

○

○
不明 － － －

御前期

Ⅱ期
大白川岩屑流堆積物 － 岩屑なだれ

約4400年前

4410±220yBP

4.9-5.4cal ka

引用

引用(
14
C年代)

引用(
14
C年代)

*2

DB

DB

△

○

○

0.13 根拠未記載 *5 △

Hm-8 － 降下火砕物
4260±130yBP

5-6.1cal ka

14C年代

層序

*15

DB

○

●
不明 － － －

Hm-7 － 水蒸気噴火：降下火砕物
5160±160yBP

5.7-6.1cal ka

14
C年代

引用(
14
C年代)

*15

DB

○

○
不明 － － －

Hm-5 － 水蒸気噴火：降下火砕物 7cal ka
層序

(直上にAT:Hm-6)
DB ● 不明 － － －

Hm-4(弥陀ヶ原テフラ)

五葉坂溶岩流(山頂部溶岩類,

御前峰溶岩流群)

安山岩 溶岩流，降下火砕物

7700±70yBP

約8000年前

8.5-8.6cal ka

10,960±390ｙBP

7810±170yBP

8050±170yBP

9170±170yBP

引用(14C年代)

層序

引用(14C年代)

引用(14C年代)
14C年代
14C年代
14C年代

DB

*3

DB

*13

*15

*15

*15

○

●

○

△

○

○

△

不明 － － －

Hm-3 － 水蒸気噴火：降下火砕物
8.5-9.6cal ka

(Hm-2:U-Oki*5)

層序 DB ●
不明 － － －

Hm-1 － 水蒸気噴火：降下火砕物

8520±70yBP

9.5-9.6cal ka

6950±170yBP

6830±840yBP

引用(
14
C年代)

引用(
14
C年代)

14C年代
14
C年代

DB

DB

*15

*15

○

○

△

△

不明 － － －

黒ボコ岩火砕流 安山岩 火砕流
10,960±390yBP以前

歴史時代

14C年代

分布域の地質特徴

*14

*15

○

△
不明 － － －

南竜ヶ馬場溶岩類

(南龍溶岩流？)
安山岩 溶岩流 約3～4万年前 K-Ar年代 *4 ◎ 不明 － － －

？ 大汝峰溶岩類 安山岩 溶岩流 不明 － － － 不明 － － －

清浄ヶ原溶岩類

(，六万山溶岩？)
安山岩 溶岩流

0.12±0.02Ma

0.111±0.012Ma

0.105±0.009Ma

引用(K-Ar年代)

K-Ar年代

K-Ar年代

*8

*6

*6

○

○

○

不明 － － －

古白山火山溶岩類

初期火砕流堆積物

(大白川火砕流)

安山岩〜

デイサイト

溶岩流

火砕流

0.09±0.03Ma

0.10±0.02Ma

0.12±0.01Ma

0.14±0.03Ma

0.124±0.009Ma

0.140±0.013Ma

0.108±0.008Ma

0.132±0.008Ma

K-Ar年代

K-Ar年代

引用(K-Ar年代)

引用(K-Ar年代)

K-Ar年代

K-Ar年代

引用(K-Ar年代)

引用(K-Ar年代)

*8

*8

*8

*8

*6

*6

※1

※1

○

○

○

○

○

○

○

○

不明 － － －

小規模火山体，

岩屑流，土石流
－

成層火山体

岩屑なだれ，土石流
不明 － － － 不明 － － －

加賀室火山

0.31-

0.32Ma
*8

加賀室火山溶岩類 安山岩

成層火山体：

溶岩流，火砕流

火山砕屑物，泥流

約30～40万年前

0.315±0.012Ma

0.320±0.011Ma

0.427±0.015Ma

0.318±0.007Ma

層序

K-Ar年代

K-Ar年代

K-Ar年代

引用(K-Ar年代)

*5

*6

*6

*6

※1

●

○

○

○

○

1

2
1
※1 断面図から概算

根拠未記載

*9

*10

○

△

御前期

引用文献

*1：長岡正利，清水 智，山崎正男(1985)：白山火山の地質と形成史．石川県白山自然保護センター研究報告，12，pp.9－24.

*2：東野外志男（1991）：白山火山の形成史概要．白山火山噴火活動調査報告．石川県白山自然保護センター，pp.3－8.

*3：高橋正樹，小林哲夫 編(2000)：白山火山－過去の噴火を記録する湿原と火口群をめぐる－．中部.近畿.中国の火山フィールドガイド 日本の火山⑥，築地書館，pp.65－82

*4：北原哲郎，堀 伸三郎，小川義厚，前川秀和，石田孝司(2000)：新白山火山の層序区分－年代測定結果による検討－．日本火山学会講演予稿集，2，pp.153.

*5：東野外志男（2014）：新編　白山火山．石川県自然保護センター編，21p.

*6：東野外志男，長尾敬介，板谷徹丸，坂田章吉，山崎正男(1984)：白山火山及び大日ケ岳火山のK-Ar年代．石川県白山自然保護センター研報，10，pp.23－29.

*7：山崎正男，中西信弘，松原幹夫(1968)：白山火山の形成史．火山，2，14，pp.32－43.

*8：酒寄淳史，東野外志男，梅田浩司，棚瀬充史，林 信太郎(1999)：古白山火山の溶岩のK-Ar年代．石川県白山自然保護センター研究報告，26，pp.7－11.

*9：長岡正利，岩田次男，東野外志男，山崎正男（1985）：加賀室火山-白山火山にさきだつ火山-．石川県白山自然保護センター研究報告，12，pp.1－8.

*10：長岡正利（1971）：白山火山の地質と形成史．日本火山学会講演予稿集，44，pp.53.

*11：東野外志男（1991）：白山火山の歴史時代の活動．白山火山噴火活動調査報告書 石川県白山自然保護センター研究報告，pp.93－107.

*12：田島靖久，井上公夫，守屋以智雄，長井大輔（2005）：白山火山の最近1万年間の噴火活動史．日本地球惑星科学連合講演要旨，G017-P002.

*13：東野外志男（2005）：新白山火山Hm-1テフラの構成物．石川県白山自然保護研究報告，33，pp.1－6.

*14：山崎正男（1986）：11．白山火山の火砕流堆積物．文部省科学研究費自然災害特別研究，計画研究「火山噴火に伴う乾燥紛体流（火砕流等）の特質と災害」（代表者 荒牧重雄）報告書，pp.165

－167.

*15：遠藤邦彦（1985）：白山火山地域の火山灰と泥炭層の形成過程．白山高山帯自然史調査報告書，pp.11－30.

*16：須藤 茂，猪股隆行，佐々木 寿，向山 栄（2007）：わが国の降下火山灰データベース．地質調査研究報告，58，9/10，pp.261－321.

15
*7

※1

※1：第四紀火山カタログ委員会編(1999)を引用

※2：文献中の階段図等から読み取った値

　注）DREに換算されている場合は斜体で表記した

加賀室火山

Ⅱ期

Ⅲ期

(新白山？：

大汝峰期)

古白山火山

0.11-

0.16Ma
*8

0.10-

0.14Ma
※1

・放射年代：◎:査読付論文，○:講演要旨等，

　△:層序と矛盾,試料・測定に疑問,根拠未記載

・堆積速度の内挿,時間間隙を均等分配,層序：

　●:上下層が放射年代で規定,▲:上下層が未規定

・古文書解析，近代観測：◎

信頼度

◎>○>△

Ⅰ期

新白山火山

数万年前〜

現在
※1

体積 注)

DRE(km3)

12.白山火山

1
*7

1
※1

【年代】0.4Ma～現在(AD1659)　【体積】17km3

引用DB　日本の火山(http://gbank.gsj.jp/volcano/)

　　　【年代】西来ほか編(2014)，中野ほか編(2013)

　　　【体積】第四紀火山カタログ委員会編(1999)

噴火史の概略

うぐいす平火山

データベース(DB)等による年代・体積

細分・別称

御前期

Ⅰ期

翠ヶ池

期



第 12－2 表（2） 活動履歴帳票（白山火山） 

12.白山火山

図 白山火山の地質図 東野(1991)

図 白山火山の地質断面図 東野(1991)



第 12－3 表 収集文献リスト（白山火山）
12

噴出量-

時間

階段図

噴出量

(体積)
方法

活動

年代
方法 層序

噴出物

分布

噴火

様式

マグマ

特性
その他

12-a 遠藤邦彦 1985 2.白山火山地域の火山灰と泥炭層の形成過程
白山高山帯自然史調査

報告書
× × － ○

A

(14C)
○ ○ ○ × －

12-b
北原哲郎，堀伸三郎，小川義厚，

前川秀和，石田 孝司
2000 新白山火山の層序区分-年代測定結果による検討-

日本火山学会

講演予稿集
× × － ○

A

(K-Ar,14C)
○ ○ × × －

12-c 酒寄淳史，長谷川雅世，小林 宏光 1997 新白山火山噴出物における岩石記載学的性質の時間変化 金沢大学教育学部紀要 × × － ○ D ○ × ○ ○ －

12-d 酒寄淳史，長谷川雅世，小林 宏光 1997 古白山火山の溶岩流層序と岩石記載 金沢大学教育学部紀要 × × － ○ D ○ × × ○ －

12-e
酒寄淳史，東野外志男，梅田浩司，

棚瀬充史，林信太郎
1999 古白山火山の溶岩のK-Ar年代

石川県白山自然保護

センター研究報告
× ○ c ○

A,D

(K-Ar)
○ ○ × × －

12-f 酒寄淳史，水出さやか 2001 新白山火山，翠ヶ池期噴出物の岩石記載学的特徴 金沢大学教育学部紀要 × × － ○ D × × ○ ○ －

12-g 酒寄淳史，東野外志男，中塚妙子 2004 白山山頂部における新白山火山本質岩塊の岩石記載学的特徴
石川県白山自然保護

センター研究報告
× × － ○ D × × × ○ －

12-h
酒寄淳史，鈴木美肌，中塚妙子，

東野外志男，林信太郎
2006 白山山頂部に分布する新白山火山本質岩塊の全岩化学組成

石川県白山自然保護

センター研究報告
× × － × － × × × ○ －

12-i 酒寄淳史 2014 白山火山東麓に分布する2200年前の火砕堆積物の特徴と生成機構
日本火山学会

講演予稿集
× × － ○ F × × ○ ○ －

12-j 高橋正樹，小林哲夫 2000 白山火山-過去の噴火を記録する湿原と火口群をめぐる-
フィールドガイド

日本の火山<6>
× × － ○ F ○ ○ ○ × －

12-k 高柳一男，守屋以智雄 1991 白山火山の火山灰層
石川県白山自然保護

センター研究報告
× × － ○ B,C,D ○ ○ ○ × －

12-l
田島靖久，井上公夫，守屋以智雄，

長井大輔
2005 白山火山の最近1万年間の噴火活動史

日本地球惑星科学連合

講演要旨
× ○ a ○ D × ○ ○ × －

12-m
棚瀬充史，及川輝樹，二ノ宮淳

林信太郎，梅田浩司
2007 K-Ar年代測定に基づく両白山地の鮮新－更新世火山活動の時空分布 火山 × × － × － × × × × －

12-n 辻誠一郎 1996 白山弥陀ヶ原における完新世の泥炭層とテフラ群 第四紀露頭集 × × － ○ D ○ × × × －

12-o 長岡正利 1971 白山火山の地質と形成史
日本火山学会

講演要旨
× ○ a,c × － ○ × × × －

12-p
長岡正利，岩田次男，東野外志男，

山崎 正男
1985 加賀室火山 -白山火山にさきだつ火山-

石川県白山自然保護

センター研究報告
× × － ○ － × ○ × ○ －

12-q 長岡正利，清水 智，山崎正男 1985 白山火山の地質と形成史
石川県白山自然保護

センター研究報告
× × － ○ D ○ ○ × ○ －

12-r 東野 外志男，板谷 徹丸 1984 白山火山の形成年代 -K Ar年代測定より- はくさん × × c ○
A

(K-Ar)
× ○ × × －

12-s
東野外志男，長尾敬介，板谷徹丸，

坂田章吉，山崎正男
1984 白山火山及び大日ケ岳火山のK-Ar年代

石川県白山自然保護

センター研究報告
× ○ c ○

A

(K-Ar)
× ○ × × －

12-t 東野外志男 1991 白山火山の形成史概要
石川県白山自然保護

センター研究報告
× ○ e ○ D ○ ○ × × －

12-u 東野外志男 1991 白山火山の歴史時代の活動
石川県白山自然保護

センター研究報告
× × － ○ C × × × × －

12-v 東野外志男，辻森　樹，板谷徹丸 2005 白山の弥陀ヶ原から発見されたアルカリ岩質テフラ
石川県白山自然保護

センター研究報告
× × － ○ D ○ ○ × × －

11-w 東野外志男 2006 新白山火山Hm-1テフラの構成物
石川県白山自然保護

センター研究報告
× × － ○ D × ○ ○ × －

11-x 東野 外志男，酒寄 淳史 2006 約2,000年前の白山の噴火－剣ヶ峰溶岩・白水滝溶岩・南竜火山灰から探る－ はくさん × × － ○ B，D ○ ○ ○ ○ －

11-y 東野 外志男，酒寄 淳史 2007 南竜ヶ馬場の観覧席に富むスコリアを含む新白山火山の火山灰
石川県白山自然保護

センター研究報告
× × － ○ B，D ○ × × ○ －

11-z 東野 外志男 2011 白山火山の歴史時代の活動に関連ある史料（再考）
石川県白山自然保護

センター研究報告
× × － ○ C × × ○ × －

◎:記載あり(最良)

○:記載あり

（ 噴出量の対象

   ●:降下火砕物

   ■:溶岩流

　 ▲:山体一括)

a:地質調査

b:地質図等

c:引用

d:その他

e:不明

A:放射年代

B:層序

C:古文書記載

D:引用

E:その他

F:不明

白山火山-1-

No 著者 発行年 題名 雑誌名

記載事項の有無

備考

 



第 12－3 表 続き 
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噴出量-

時間

階段図

噴出量

(体積)
方法

活動

年代
方法 層序

噴出物

分布

噴火

様式

マグマ

特性
その他

12-a 東野外志男 2014 新編　白山火山
石川県白山自然保護

センター研究報告
× ○ e ○ C,F ○ ○ ○ × －

12-b 堀江太一郎，藤巻宏和 2001
両白山地・鮮新世以降の火山岩類の生成・進化モデル：

下部地殻の不均質とマグマミキシングに由来する組成の多様性と水平変化

日本地球惑星科学連合

講演要旨
× × － × － × × × × －

12-c
須藤 茂，猪股隆行，佐々木 寿，

向山 栄
2007 わが国の降下火山灰データベース 地質調査研究報告 × ○ d ○ E × ○ × ×

分布を引用し

GISで算出

12-d 山崎正男 1986 11.白山火山の火砕流堆積物
文部省科学研究費自然

災害特別研究
× × － ○ D × × × ○ －

12-e
山崎正男，富樫茂子，守屋以智雄，

清水 智
1987 白山火山大白川岩屑流堆積物中の木片の14C年代 火山 × × － ○

A

(14C)
× × ○ × －

12-f 山崎正男，中西信弘，松原幹夫 1968 白山火山の形成史 火山 × ○ a ○ D ○ ○ ○ ○ －

12-g 気象庁地震火山部 1988 富士山・白山・赤城山 火山機動観測実施報告 × × － × － × × × × －

12-h 気象庁 編 2013 54.白山
日本活火山総覧

（第4版）
× ○ c ○ D ○ ○ ○ －

12-i 町田 洋，新井房夫 2011 新編　火山灰アトラス　日本列島とその周辺 東京大学出版会 × ○ a,c ○ A,B,C,D ○ ○ ○ ○ －

12-j

12-k

12-l

12-m

12-n

12-o

12-p

12-q

12-r

12-s

12-t

12-u

12-v

11-w

11-x

11-y

11-z

雑誌名

記載事項の有無

備考

◎:記載あり(最良)

○:記載あり

（ 噴出量の対象

   ●:降下火砕物

   ■:溶岩流

　 ▲:山体一括)

a:地質調査

b:地質図等

c:引用

d:その他

e:不明

A:放射年代

B:層序

C:古文書記載

D:引用

E:その他

F:不明

白山火山-2-

No 著者 発行年 題名

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket true
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails true
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue true
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 400
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 400
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV <>
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [4000 4000]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


